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ニューラルネットワークは，脳の神経回路を起

源とする生体模倣の思考機械である．自己組織

化機能・自己学習能・並列分散計算などの特長

があり， 情報処理の新規システムとして期待

されている．まず、ソフトウェアレベルで研究

され，理論やモデルは定式化された．しかし，

実際に確認するには現実のニューラルネット

ワークが必要とされた．そこで，実際のアプリ

ケーションを実現するために，複雑なアナログ

回路とデジタル回路やニューラルネットワー

ク大規模集積回路（LSI）により，回路レベル

で開発された． しかし， これらのニューラル

ネットワークは，ニューロンもシナプスも十数

個から数十個のトランジスタから構成され，そ

れぞれ多数とすることに問題があった． 

我々は， 薄膜トランジスタ（TFT） によるデ

バイスレベルのニューラルネットワークの研

究を行っている．最小規模のニューラルネット

ワークのデバイス試作を完了し，実際に NOT・

OR・XOR の学習の動作検証に成功した．今回は，

入力部位と出力部位が非対称な回路で動作を

確認した．相互結合型のニューラルネットワー

クを採用し，もともとは課題であった多結晶

Si TFT の特性変化を逆にシナプスの結合強度

可変機能に利用することにより，ニューロンを

8 個，シナプスをたった 1 個の TFT で構成す

ることを実現した．超巨大規模で自立学習可能

なフレキシビリティの高いシステムにつなが

る成果である． 
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図1 非対称な回路におけるOR論理の教師無学習の実験結果 
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